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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

雲のでき方    ～天気の変化～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（駒場東邦中） 

あ い 



 

 

 

（1）              を参照。 

雲量が 0～1 のとき快晴，2～8 のとき晴れ，9～10 のときくもりと決められている。よって，8 より大きいときが

くもりとなる。 

 8 

 

 

 

（2）     （2）      を参照。 

午前中に広がっていた，はけで描
えが

いたような線状の雲は，すじ雲（巻雲）である。すじ雲が出
しゅつ

現
げん

すると，その後，

うす雲，おぼろ雲やひつじ雲と続いて，雨をふらせる雲である乱層雲に変わることが多い。なお，おぼろ雲は，

層状の中層の雲で，この雲をすかして太陽を見ると，うすぼんやりとかすんで見えることから，「おぼろ雲」と呼

ばれている。 

 1：ア，2：カ，3：オ，4：イ 

 

 

 

（3）アの方位は南西で，風は南西から北東に向かって吹いている。 

南西 

 

 

（4）① 日本の上空には偏
へん

西
せい

風
ふう

が吹いており，上空の雲は西から東へ移動する。○あと○いをくらべると，○あでは西に

あった雲が，○いでは東に移動しているので，○あの方が先に撮
さつ

影
えい

された雲画像であることがわかる。 

 ○あ  

 

②    ○あ：イ，○い：ア 

 

 

 

（5）       より，朝，虹
にじ

が見えると，その日は雨になる。虹は太陽と反対の方角で大気中に水滴
すいてき

がたくさんあ

るときに見られるので，朝，虹が見えるときは，太陽が東にあり，観測者から見て太陽の反対側である西に虹が

できることになる。よって，西の方の天気が雨であると考えられ，日本付近では偏西風により雲はおおよそ西か

ら東へ動くので，朝，虹
にじ

が見えると，その日は雨になるという言い伝えは，科学的におおよそ正しいといえる。 

 1：イ，2：エ，3：カ，4：コ 

 

 

 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 

答 

答 

答 

塾技 80 

塾技 82 2 

答 

雲の発達と雲量 

塾技 78 雲の種類 


